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福
沢
諭
吉
と
イ
ン
ス
ア
ラ
ン
ス

(
保
険
)

生年月 日昭和 22年 3月 16日

選 挙 区参議院比例区

当選回数 1回

・出生地岡山県岡山市

・趣 昧音楽・読書

・個人ホームページ

http://www.mfujii.gr.jp/ 

・その他薬学博士・薬剤師

.私の政治信条

私の政策の柱は A(工イジフリー)8 (j '¥リアフ

リー)0 (ドラッグフリー.薬物乱用のない社会)

社会創りです。

高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し

て暮らし、元気で生活を送るととのできる長寿

社会を創るために何が必要か、を政治活動の根

底においています。

好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして

明日の現実」

・活動報告

参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全

確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、

薬事法改正、薬剤師法改正、クリー二ング業法

改正、国民年金法改正等に関与。

経歴

昭和 37年

昭和 40年

昭和 44年

昭和 44年

平成 9年

平成 9年

日
本
は
、

一
O
O歳
以
上
の
高
齢
者
が
四
万

人
以
上
い
る
世
界

一
の
長
寿
国
で
す
。
と
こ
ろ

が
先
日
、
そ
の
一

O
O
歳
以
上
で
あ
る
は
ず

の
高
齢
者
の
所
在
不
明
が
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
中
に
は
、
戸
籍
上
は

一
二

五
歳
、

一
二
九
歳
と
い
う
長
寿
者
に
な
っ
て
い
る
人
が

い
る
の
で
す
が
、
実
は
三
十
年
も
前
か
ら
行
方

不
明
で
、
生
死
も
不
明
と
い
う
方
が
い
る
と
の

こ
と
、
一

O
O歳
以
上
四
万
人
の
看
板
も
少
々

危
う
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の
と
こ

ろ
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
統
計
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
は
な
い
よ
ラ
で
す
が
、
住
民
票
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
な
管
理
や
確
認
体
制
に
な
ヴ
て
い
る

の
か
、
年
金
や
医
療
保
険
な
ど
の
基
礎
資
料
で

あ
る
だ
け
に
再
点
検
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
高
齢
化
は
待
っ
た
な
し
で

進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
の
医
療
保
険
制
度
や

介
護
保
険
制
度
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し

中
に
大
量
の
書
籍
を
買
い
込
み
、
そ
れ
ら
の
本

を
船
で
日
本
に
送
っ
た
の
で
す
が
、
な
に
せ
太

平
洋
を
越
え
て
日
本
に
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
時
の
船
や
航
海
術
で
は
嵐
な
ど
に
よ
り

遭
難
す
る
事
故
が
多
く
、
無
事
、
日
本
に
着
く

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の

保
険
会
社
と
契
約
し
て
損
害
保
険
に
入
り
、
荷

物
を
日
本
に
送
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の

優
れ
た
制
度
に
感
嘆
し
た
の
で
し
ょ
う
。

坂
本
龍
馬
は
、
実
は
貿
易
事
業
を
目
指
し
て

い
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
明
治
維
新
後
の
日
本

は
貿
易
立
国
を
目
指
し
、
海
運
業
が
起
こ
さ
れ

て
い
た
時
代
。
福
沢
諭
吉
が
紹
介
し
た
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
が
基
本
と
な
っ
て
、
海

上
保
険
、
損
害
保
険
制
度
、
生
命
保
険
制
度
が

基之藤井

参
議
院
議
員

客
員
相
談
役

藤
井

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
民
党
政
権
時
代
、

七
十
五
歳
以
上
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
民
主

党
政
権
に
代
わ
っ
た
、
今
、
制
度
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度

を
平
成
二
十
五
年
か
ら
実
施
し
た
い
と
い
う
方

針
の
よ
う
で
す
が
、
結
局
、
現
行
制
度
と
大
差

は
な
い
、
む
し
ろ
現
行
の
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
、
議
論
は
難
航
し
そ
う

で
す
。話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
「
保
険
」
と
い
う
の
は
、

不
慮
の
事
故
や
、
病
気
と
か
災
害
に
備
え
て
あ

ら
か
じ
め
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
プ
ー
ル
し
て

お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
支
出
す
る
と
い
う
制

度
で
す
が
、
日
本
に
こ
の
「
保
険
」
と
い
う
制

度
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、
一
万
円
札
の
肖

像
で
お
な
じ
み
の
福
沢
諭
吉
だ
そ
う
で
す
。

福
沢
諭
吉
は
一
八
六

O
年
、
日
米
修
好
条
約

生
ま
れ
ま
し
た
。
後
に
、
福
沢
諭
吉
か
ら
学
ん

だ
慶
応
義
塾
の
卒
業
生
の
中
か
ら
、
わ
が
国
最

初
の
海
上
保
険
、
損
害
保
険
会
社
な
ど
を
創
立

す
る
人
が
現
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
健
保
や
国
保
も
「
保
険
」
で
す

が
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
国
民
み
ん
な

で
お
金
を
出
し
合
っ
て
病
気
に
備
え
る
「
社
会

保
険
方
式
」
に
よ
る
医
療
保
険
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
最
初
は
製
鉄
所
や
炭
鉱
な
ど
、
人

身
事
故
の
多
い
官
営
企
業
の
労
働
者
の
医
療
を

確
保
す
る
た
め
に
健
康
保
険
制
度
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
に
入
り
、
戦
時
下
に
あ
っ

て
身
体
強
健
な
兵
士
や
労
働
者
を
育
て
る
と
い

う
目
的
で
、
国
民
健
康
保
険
制
度
が
つ
く
ら
れ

t
$
'レ
#ι

。

基
之
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の
批
准
書
の
交
換
の
た
め
の
使
節
団
の
従
者

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、

一
八
六

一
年
に
は
遣
欧
使
節
団
に
加
わ
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
一
八
六
七
年
に
も
徳
川
幕
府

の
軍
艦
受
け
取
り
委
員
の

一
員
と
し
て
再
び
ア

メ
リ
カ
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
聞
に
欧
米
文
明

国
の
政
治
、
行
政
の
仕
組
み
、
法
令
制
度
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
彼
は
外
遊
で
見
聞
し
、
学
ん

だ
こ
と
を
「
西
洋
事
情
』
や
、
『
西
洋
旅
行
案
内
』

と
い
う
本
に
ま
と
め
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

欧
米
に
は
「
イ
ン
ス
ア
ラ
ン
ス
」

(-32『

200)

と
い
う
保
険
の
仕
組
み
が
あ
る
と
書
い
て
い
ま

す。
諭
吉
は
「
イ
ン
ス
ア
ラ
ン
ス
」
を
「
災
難
請

合
の
こ
と
」
と
訳
し
、
こ
の
災
難
請
合
に
は
、

生
涯
請
合
(
生
命
保
険
)
、
火
災
請
合
(
火
災
保

険
)
、
海
上
請
合
(
海
上
保
険
)
な
ど
の
制
度
が

あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
諭
吉
は
海
外
渡
航

そ
し
て
、
今
日
、
国
民
皆
保
険
、
国
民
皆
保

険
体
制
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
太
平

洋
戦
争
後
、

G
H
Q
の
日
本
の
近
代
化
政
策
の

一
環
と
し
て
米
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
会
保
障

制
度
調
査
団
の
勧
告
が
基
本
と
な
っ

て
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

超
高
齢
社
会
に
備
え
て
高
齢
者
医
療
や
介
護

制
度
を
財
政
的
に
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
い
く

か
、
こ
れ
か
ら
消
費
税
問
題
も
含
め
て
国
会
の

最
大
の
議
論
に
な
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

安
心
な
長
寿
国
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
党
派

を
超
え
た
国
会
審
議
を
し
た
い
も
の
で
す
。

岡山大学教育学部付属中学校卒業

岡山県立岡山操山高等学校卒業

東京大学薬学部薬学科卒業

厚生省入省

厚生省退官

財団法人ヒューマンサイエンス

振興財団専務理事

日本薬剤師連盟副会長

社団法人日本薬剤師会常務理事

参議院議員

厚生労働大臣政務官

(平成16年9月~平成17年 11月)

日本薬剤師連盟顧問

参議院議員

客員教授

客員教授

客員教授

客員教授

客員教授

客員教授

非常勤講師

平成 12年

平成 19年

平成 22年

・その他

慶藤義塾大学薬学部

昭和大学薬学部

東邦大学薬学部

新潟薬科大学

京都薬科大学

近畿大学薬学部

千葉大学薬学部

平成 13年

平成 16年

75コラム


